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か
ら
た
に
・
こ
う
じ
ん
一
九
四
一
年
生
ま
れ
。
思
想
家
。
『
定
本
桶
谷
行
人
集
』
『
定
本
桶

谷
行
人
文
学
論
集
』
　
『
哲
学
の
起
源
』
　
（
岩
波
書
店
）
、
『
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
』
　
『
定
本
日
本

桶
谷
待
人
近
代
文
学
の
起
源
』
『
世
界
史
の
構
造
』
（
岩
波
現
代
文
庫
）
、

『
世
界
史
の
実
験
』
　
『
世
界
共
和
国
へ
』
　
『
憲
法
の
無
意
識
』

（
岩
波
新
書
）
、
『
遊
動
論
』
　
（
文
春
新
書
）
　
ほ
か
著
書
多
数
。

丸
山
眞
男
の
永
久
革
命

著
者
解
題

以
下
の
丸
山
眞
男
論
は
、
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
中
国
語

版
の
「
序
文
」
と
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
訳
者
の
陳
力
衛
氏

（
成
城
大
学
教
授
）
に
要
請
さ
れ
て
こ
れ
を
書
い
た
の
は
、
二
〇
一
六

年
の
夏
で
あ
っ
た
。
本
に
は
陳
氏
に
よ
る
解
題
が
付
さ
れ
る
の
で
、

丸
山
の
仕
事
全
般
に
つ
い
て
自
由
に
書
い
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
で

あ
っ
た
。
私
は
、
中
国
で
は
丸
山
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
と

聞
い
た
の
で
、
彼
の
仕
事
の
概
観
を
書
い
て
お
こ
う
と
思
っ
た
。
し

か
し
、
丸
山
が
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
、
現
在
の
日
本

で
も
本
質
的
に
は
大
差
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
彼
が
提
起
し

た
こ
と
は
、
今
な
お
、
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
今
後
に
お
い
て
重
要

と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
な
が
ら
、
こ
れ
を
書
い

た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
本
書
の
中
国
語
版
は
二
〇
一
八
年
に
出
版
さ
れ
、
二

〇
一
九
年
一
月
の
『
新
京
報
』
の
書
評
欄
で
、
前
年
に
出
版
さ
れ
た

本
の
ベ
ス
ト
テ
ン
に
入
り
、
賞
を
与
え
ら
れ
た
。

（
編
集
部
注
‥
収
録
に
あ
た
っ
て
は
、
読
者
の
便
を
鑑
み
て
、
編
集
部
で
適
宜

小
見
出
し
を
付
し
た
）
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丸
山
眞
男
は
岳
本
の
思
想
史
や
政
治
史
に
関
し
て
多
く
の
重
要
な
著

作
を
残
し
た
学
者
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
、
生
涯
、
移
り
動
く
政
治
的

一
な
言
論
の
場
で
活
動
を
続
け
た
思
想
家
で
あ
っ
た
。
以
上
の
二
つ
は
切

り
離
せ
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
本
書
（
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
）
に
お

い
て
も
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
第
二
次
大
戦
後
一
〇
年
ほ
ど

の
間
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
発
表
さ
れ
大
き
な
反
響
を
よ
ん
だ
評
論

を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
意
識
が
一

つ
の
体
系
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
な
く
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
丸
山

自
身
、
そ
れ
ら
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
追
求
し
た
の
で
あ
る
。

、
こ
れ
ら
の
論
文
が
書
か
れ
た
時
期
は
、
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一

の
段
階
は
、
一
九
四
五
年
か
ら
五
一
年
ま
で
で
、
こ
の
と
き
、
日
本
は
、

ソ
連
を
ふ
く
む
「
連
合
国
」
に
よ
る
占
領
統
治
下
に
あ
っ
た
。
事
実
上
、

米
国
が
占
領
統
治
し
た
の
で
あ
る
が
。
こ
の
段
階
で
は
、
一
方
で
、
ア

メ
リ
カ
風
の
民
主
主
義
が
礼
賛
さ
れ
、
同
時
に
、
日
本
の
共
産
党
が
強

い
権
威
を
も
っ
た
。
こ
の
状
態
は
、
中
国
革
命
、
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
と

と
も
に
、
米
ソ
対
立
が
深
刻
化
し
た
た
め
に
終
っ
た
。
第
二
の
段
階
で

は
、
日
本
が
占
領
下
か
ら
脱
し
て
急
速
に
経
済
復
興
を
と
げ
る
と
と
も

に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
復
活
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
旧
戦
犯
で
あ

っ
た
岸
信
介
が
首
相
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
が
推
進
し
た
の
が
、
日

米
安
保
条
約
を
よ
り
積
極
的
な
軍
事
同
盟
と
す
る
改
定
で
あ
っ
た
。
一

九
六
〇
年
に
、
そ
れ
に
反
対
す
る
運
動
が
か
つ
て
な
い
規
模
の
市
民
運

動
と
し
て
高
揚
し
た
。

丸
山
の
各
論
考
は
こ
の
よ
う
な
政
治
状
況
に
対
応
し
て
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
の
段
階
で
、
彼
は
、
戦
中
・
戦
前
の

日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
関
し
て
考
察
し
、
第
二
の
段
階
で
は
、
戦
後
の

米
ソ
対
立
の
下
で
顕
在
化
し
た
政
治
や
文
学
の
問
題
を
論
じ
た
。
こ
れ

ら
の
著
述
は
そ
れ
ぞ
れ
、
人
々
に
鮮
烈
な
印
象
を
与
え
、
新
た
に
物
事

を
見
る
可
能
性
を
開
示
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
．
－

「
無
責
任
の
体
系
」
　
論
か
ら
の
は
じ
ま
り

第
一
の
段
階
で
、
戦
前
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
論
題
と
な
っ
た
の
は
、
戦

後
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
と
反
省
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
は
た
ん
に

国
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
第
二
次
大
戦
に
お
け
る
「
連
合

軍
」
は
戦
後
、
ド
イ
ツ
と
日
本
で
戦
争
犯
罪
を
裁
く
国
際
法
廷
を
開
い

た
。
ド
イ
ツ
で
は
こ
エ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
が
あ
り
、
日
本
で
は
東
京

裁
判
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
が
入
り
交
じ
っ
て
、
戦
前
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
意
見
は
大
体
、
二
つ
に
分

け
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
ア
メ
リ
カ
的
な
民
主
主
義
の
観

点
か
ら
批
判
す
る
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
独
占

資
本
が
国
家
権
力
と
結
託
す
る
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
と
み
な
す
も
の
で

ある。し
か
し
、
丸
山
は
日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
、
そ
れ
ら
と
異
な
る
観
点

か
ら
見
よ
う
と
し
た
。
た
と
え
ば
、
彼
は
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
思
想

と
運
動
」
で
、
ド
イ
ツ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
（
ナ
チ
ズ
ム
）
と
日
本
の
フ
ァ
シ

ズ
ム
（
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
）
の
違
い
に
注
目
し
た
。
丸
山
の
考
え
で
は
、

ナ
チ
ズ
ム
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
民
主
主
義
の
中
か
ら
出
て
き
た
「
下
か
ら

轍
鮒
駆
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離
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結


